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取得した実用新案特許等

産 学 官 連 携
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（著書・発表論文等）

(５つまで)

共同研究等の
実績

研 究 分 野 細胞生物学・分子生物学

研究課題

課題名 味蕾細胞の発生と分化に関わる転写制御因子の機能解析

キーワード
味蕾、bHLH型転写制御因子、Mash1


